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(54)【発明の名称】 有機エレクトロルミネッセンス素子の発光回路及び表示装置

(57)【要約】
【課題】  有機エレクトロルミネッセンス素子への駆動
電流の供給開始時における有機エレクトロルミネッセン
ス素子の蓄電電荷量に拘わらず所望の輝度を得ることが
できるアクティブ駆動方式の発光回路及び表示装置を提
供する。
【解決手段】  発光指令の発生に応じて有機エレクトロ
ルミネッセンス素子に順方向の駆動電流を供給して有機
エレクトロルミネッセンス素子を発光させ、その発光指
令の発生後に有機エレクトロルミネッセンス素子に充電
電流を供給し有機エレクトロルミネッセンス素子の容量
成分を充電させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  発光指令の発生に応じて有機エレクトロ
ルミネッセンス素子に順方向の駆動電流を供給して前記
有機エレクトロルミネッセンス素子を発光させる発光回
路であって、
前記発光指令の発生後に前記有機エレクトロルミネッセ
ンス素子に充電電流を供給し前記有機エレクトロルミネ
ッセンス素子の容量成分を充電させる充電電流供給手段
を備えたことを特徴とする発光回路。
【請求項２】  前記充電電流供給手段は、前記発光指令
の発生後に所定の期間だけ前記有機エレクトロルミネッ
センス素子に順方向に所定電圧を印加する電圧印加手段
であることを特徴とする請求項１記載の発光回路。
【請求項３】  前記所定電圧は前記有機エレクトロルミ
ネッセンス素子の発光輝度に応じて設定されることを特
徴とする請求項２記載の発光回路。
【請求項４】  前記所定電圧は前記有機エレクトロルミ
ネッセンス素子の発光閾値電圧に設定されていることを
特徴とする請求項２記載の発光回路。
【請求項５】  前記充電電流供給手段は、前記発光指令
の発生後に所定の期間だけ前記駆動電流を増加させるこ
とを特徴とする請求項１記載の発光回路。
【請求項６】  前記駆動電流の増加量は前記有機エレク
トロルミネッセンス素子の発光輝度に応じて設定される
ことを特徴とする請求項５記載の発光回路。
【請求項７】  互いに交差する複数のデータ線及び複数
の走査線による複数の交差位置毎に配置された１組の有
機エレクトロルミネッセンス素子及びアクティブ駆動方
式の発光回路を有する表示パネルと、
前記複数の走査線のうちから１の走査線に所定のタイミ
ングで順番に走査信号を供給し、前記複数のデータ線の
うちから前記１の走査線上の発光させるべき有機エレク
トロルミネッセンス素子に対応するデータ線にデータ信
号を供給する制御手段と、を備えた表示装置であって、
前記発光回路は、前記走査信号に応じてオンとなって前
記データ信号を通過させるスイッチング素子と、前記ス
イッチング素子を介して供給される前記データ信号によ
って充電されるコンデンサと、前記コンデンサの充電電
圧によってオンとなり前記有機エレクトロルミネッセン
ス素子に駆動電流を供給するＥＬ駆動素子と、前記走査
信号の供給直後に前記有機エレクトロルミネッセンス素
子に充電電流を供給し前記有機エレクトロルミネッセン
ス素子の容量成分を充電させる充電電流供給手段と、を
有することを特徴とする表示装置。
【請求項８】  前記充電電流供給手段は、前記走査信号
の供給直後の前記走査信号の時間幅より短い期間におい
て前記有機エレクトロルミネッセンス素子に所定電圧を
印加する手段であることを特徴とする請求項７記載の表
示装置。
【請求項９】  前記充電電流供給手段は、前記走査信号*
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*の供給直後に前記走査信号の時間幅だけ前記有機エレク
トロルミネッセンス素子に所定電圧を印加する手段であ
ることを特徴とする請求項７記載の表示装置。
【請求項１０】  前記充電電流供給手段は、前記走査信
号の供給直後の前記走査信号の時間幅より短い期間にお
いて前記駆動電流を増加させる電流増加手段であること
を特徴とする請求項７記載の表示装置。
【請求項１１】  前記充電電流供給手段は、前記走査信
号の供給直後に前記走査信号の時間幅だけ前記駆動電流
を増加させる電流増加手段であることを特徴とする請求
項７記載の表示装置。
【請求項１２】  前記電流増加手段は、前記ＥＬ駆動素
子と並列に接続されたスイッチ素子であることを特徴と
する請求項７記載の表示装置。
【請求項１３】  前記電流増加手段による電流増加量は
表示階調に応じて異なることを特徴とする請求項７記載
の表示装置。
【請求項１４】  前記充電電流供給手段は、前記走査信
号の供給直後に前記走査信号の時間幅より短い期間にお
いて前記データ信号の電圧レベルを増加させる電圧重畳
手段であることを特徴とする請求項７記載の表示装置。
記載の駆動回路。
【請求項１５】  前記充電電流供給手段は、前記走査信
号の供給直後に前記走査信号の時間幅より短い期間にお
いて充電用電圧を前記データ線に供給することを特徴と
する請求項７記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】本発明は、有機エレクトロル
ミネッセンス素子の発光回路及び表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】容量性発光素子の１つである有機エレク
トロルミネッセンス素子（以下、単にＥＬ素子という）
は、電気的には、図１のような等価回路にて表すことが
できる。図１から分かるように、素子は、容量成分Ｃ
と、該容量成分に並列に結合するダイオード特性の成分
Ｅとによる構成に置き換えることができる。よって、Ｅ
Ｌ素子は、容量性の発光素子であると考えられる。ＥＬ
素子は、直流の発光駆動電圧が電極間に印加されると、
電荷が容量成分Ｃに蓄積され、続いて当該素子固有の障
壁電圧または発光閾値電圧を越えると、電極（ダイオー
ド成分Ｅの陽極側）から発光層を担う有機機能層に電流
が流れ始め、この電流に比例した強度で発光する。
【０００３】かかる素子の電圧Ｖ－電流Ｉ－輝度Ｌの特
性は、図２に示すように、ダイオードの特性に類似して
おり、発光閾値電圧Ｖth以下の電圧では電流Ｉは極めて
小さく、発光閾値電圧Ｖth以上の電圧になると電流Ｉは
急激に増加する。また、電流Ｉと輝度Ｌはほぼ比例す
る。このような素子は、発光閾値電圧Ｖthを超える駆動
電圧を素子に印加すれば当該駆動電圧に応じた電流に比
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例した発光輝度を呈し、印加される駆動電圧が発光閾値
電圧Ｖth以下であれば駆動電流が流れず発光輝度もゼロ
に等しいままである。
【０００４】このようなＥＬ素子をマトリックス状に配
置した表示パネルは既に知られている。ＥＬ素子による
表示パネルをアクティブ駆動する方式の表示装置は、各
画素毎に図３に示すような構成の発光回路を有してい
る。図３に示した１画素分の発光回路は、ＥＬ素子５を
駆動するために、２つのＦＥＴ（Field Effect Transis
tor)１，２及びコンデンサ３を有している。ＦＥＴ１の
ゲートＧは、走査信号が供給される走査線Ａｉに接続さ
れ、ＦＥＴ１のソースＳはデータ信号が供給されるデー
タ線Ｂｊに接続されている。ＦＥＴ１のドレインＤはＦ
ＥＴ２のゲートＧに接続され、コンデンサ３の一方の端
子に接続されている。ＦＥＴ２のソースＳはコンデンサ
３の他方の端子と共に共通の電源線６に接続されてい
る。ＦＥＴ２のドレインＤはＥＬ素子５の陽極に接続さ
れ、ＥＬ素子５の陰極はアースに接続されている。電源
線６及び各ＥＬ素子５の陰極が接続されたアースは、図
示しない電源に接続されている。
【０００５】なお、ＥＬ素子５は図３ではダイオードの
記号で示されているが、実際には図１に示したような等
価回路で示される。このことは、後述のＥＬ素子２５に
ついても同様である。かかる発光回路の動作について述
べると、先ず、ＦＥＴ１のゲートＧに走査線Ａｉを介し
て走査信号が供給されると、ＦＥＴ１はオンとなり、ソ
ースＳに供給されるデータ信号の電圧に対応した電流を
ソースＳからドレインＤへ流す。ＦＥＴ１のオン電圧の
期間にコンデンサ３は充電され、その充電電圧がＦＥＴ
２のゲートＧに供給されて、ＦＥＴ２はオン状態（能動
状態又は飽和状態）となる。ＦＥＴ２のオンにより、電
源線６から駆動電流がＦＥＴ２のソースＳ・ドレインＤ
間、そしてＥＬ素子５を流れてＥＬ素子５を発光せしめ
る。また、ＦＥＴ１のゲートＧへの走査信号の供給が無
くなると、ＦＥＴ１はオープン状態となり、ＦＥＴ２は
コンデンサ３に蓄積された電荷によりゲートＧの電圧が
保持され、次の走査まで駆動電流を維持し、ＥＬ素子５
の発光も維持される。
【０００６】ＥＬ素子５の発光輝度は画像データに応じ
た表示階調を得るために制御されるが、その輝度制御に
は、１フレーム毎の駆動電流のレベルで制御する駆動電
流変調方式と、駆動電流を一定レベルとして１フレーム
内の駆動期間を制御するフレーム変調方式とがある。駆
動電流変調方式では、図４に示すように、映像データに
応じてＦＥＴ１を能動状態で使用して駆動電流を変化さ
せることによって１フレーム単位で輝度を変化させるこ
とが行われる。一方、フレーム変調方式では、図５に示
すように、１フレームを複数のサブフレームSF1，SF2，
SF3，……に分けて映像データに応じて選択されるサブ
フィールド期間だけＦＥＴ１を飽和状態で使用して一定
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レベルの駆動電流を供給することによってサブフレーム
単位で発光又は非発光状態にさせることが行われる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記し
たようにＥＬ素子は容量成分を有しているので、ＥＬ素
子に駆動電流を流し始めたときにその容量成分の蓄電に
よってＥＬ素子の順方向電圧が徐々に上昇して発光閾値
電圧を越えるまでに時間が掛かることがある。特に、駆
動電流変調方式の階調駆動では、画素の表示階調に応じ
て駆動電流が制御されるので、その駆動電流レベルが少
ない場合には図６(a)に示すようにＥＬ素子の順方向電
圧が徐々に上昇して発光閾値電圧Ｖthを越えることにな
り、ＥＬ素子は図６(b)に示すように１フレームのうち
の最後の僅かの期間のみにおいて発光する。その発光輝
度は徐々に上昇し一定してないので所望の輝度を得るこ
とができない。
【０００８】また、ＥＬ素子への駆動電流の供給開始時
に一定レベルの駆動電流を流しても、ＥＬ素子の容量成
分にそのとき残っている蓄電電荷量に応じて発光閾値電
圧を越えるまでの時間が異なってしまう。特に、フレー
ム変調方式では、ＥＬ素子の容量成分に蓄電電荷量が多
く残っている場合には、図７(a)に示すように駆動電流
供給開始時点にＥＬ素子の順方向電圧が蓄電電荷量に応
じたレベルで存在し、その電圧レベルから上昇するの
で、発光閾値電圧Ｖthを越えるまでの時間が短く、ＥＬ
素子は図７(b)に示すように駆動電流供給開始時点から
比較的早く発光を開始することになる。一方、ＥＬ素子
の容量成分に蓄電電荷量がほとんど残っていない場合に
は、図８(a)に示すように駆動電流供給開始時点にＥＬ
素子の順方向電圧が蓄電電荷量に応じたレベルがほどん
ど０Ｖであり、その０Ｖのような低い電圧レベルから上
昇するので、発光閾値電圧Ｖthを越えるまでの時間が長
くなり、ＥＬ素子は図８(b)に示すように駆動電流供給
開始時点から比較的遅く発光を開始することになる。こ
の結果、同一レベルの駆動電流をＥＬ素子に同一期間だ
け供給してもＥＬ素子への駆動電流の供給開始時にＥＬ
素子の容量成分にそのとき残っている蓄電電荷量に応じ
て発光輝度が異なることになり、所望の輝度を得ること
ができないという問題があった。
【０００９】そこで、本発明の目的は、ＥＬ素子への駆
動電流の供給開始時におけるＥＬ素子の蓄電電荷量に拘
わらず所望の輝度を得ることができるアクティブ駆動方
式の発光回路及び表示装置を提供することである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明のＥＬ素子の発光
回路は、発光指令の発生に応じて有機エレクトロルミネ
ッセンス素子に順方向の駆動電流を供給して有機エレク
トロルミネッセンス素子を発光させる発光回路であっ
て、発光指令の発生後に有機エレクトロルミネッセンス
素子に充電電流を供給し有機エレクトロルミネッセンス
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素子の容量成分を充電させる充電電流供給手段を備えた
ことを特徴としている。
【００１１】本発明の表示装置は、互いに交差する複数
のデータ線及び複数の走査線による複数の交差位置毎に
配置された１組の有機エレクトロルミネッセンス素子及
びアクティブ駆動方式の発光回路を有する表示パネル
と、複数の走査線のうちから１の走査線に所定のタイミ
ングで順番に走査信号を供給し、複数のデータ線のうち
から１の走査線上の発光させるべき有機エレクトロルミ
ネッセンス素子に対応するデータ線にデータ信号を供給
する制御手段と、を備えたを用いた装置であって、発光
回路は、走査信号に応じてオンとなってデータ信号を通
過させるスイッチング素子と、スイッチング素子を介し
て供給されるデータ信号によって充電されるコンデンサ
と、コンデンサの充電電圧によってオンとなり有機エレ
クトロルミネッセンス素子に駆動電流を供給するＥＬ駆
動素子と、走査信号の供給直後に有機エレクトロルミネ
ッセンス素子に充電電流を供給し有機エレクトロルミネ
ッセンス素子の容量成分を充電させる充電電流供給手段
と、を有することを特徴としている。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施例を図面を参
照しつつ詳細に説明する。図９は本発明によるマトリッ
クス表示パネルを用いた表示装置を示している。この表
示装置は、表示パネル１１、走査線駆動回路１２、デー
タ線駆動回路１３、充電制御線駆動回路１４及びコント
ローラ１５を備えている。
【００１３】表示パネル１１は、ｍ×ｎ個の画素からな
るアクティブマトリックス型のものであり、図９に示し
たように画素毎にＥＬ発光回路１１

1,1
～１１

m,n
を有し

ている。ＥＬ発光回路１１
1,1
～１１

m,n
は、全て同一の

構成を有し、走査線Ａ１～Ａｎを介して走査線駆動回路
１２に接続され、データ線Ｂ１～Ｂｍを介してデータ線
駆動回路１３に接続され、充電制御線Ｃ１～Ｃｎを介し
て充電制御線駆動回路１４に接続されている。コントロ
ーラ１５は入力される画像データに応じて走査制御信
号、データ制御信号及び充電制御信号を生成する。走査
制御信号は選択走査線を示し、走査線駆動回路１２に供
給され、発光制御信号は発光させるべきＥＬ素子に対応
したデータ線を示し、データ線駆動回路１３に供給さ
れ、充電制御信号は発光させるべきＥＬ素子に対応した
充電制御線を示し、充電制御線駆動回路１４に供給され
る。
【００１４】走査線駆動回路１２、データ線駆動回路１
３及び充電制御線駆動回路１４各々は具体的には示さな
いが、電源とスイッチ回路からなる。走査線駆動回路１
２は走査制御信号に応じて１フレーム毎に走査線Ａ１～
Ａｎを順次選択し、選択した走査線に走査信号を供給す
る。データ線駆動回路１３は発光制御信号に応じてデー
タ線Ｂ１～Ｂｍを選択し、選択したデータ線にデータ信
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号を供給する。充電制御線駆動回路１４は充電制御信号
に応じて充電制御線Ｃ１～Ｃｎを選択し、選択した充電
制御線に充電信号を供給する。
【００１５】発光回路１１

1,1
～１１

m,n
は上記したよう

に全て同一構成であるので、発光回路１１
1,1
の構成に

ついて説明する。発光回路１１
1,1
は、図１０に示すよ

うにＥＬ素子２５を駆動するために、３つのＦＥＴ２１
～２３及びコンデンサ２４を有している。ＦＥＴ２１の
ゲートＧは、走査信号が供給される走査線Ａ１に接続さ
れ、ＦＥＴ２１のソースＳはデータ信号が供給されるデ
ータ線Ｂ１に接続されている。ＦＥＴ２１のドレインＤ
はＦＥＴ２２のゲートＧに接続され、コンデンサ２４の
一方の端子に接続されている。ＦＥＴ２２のソースＳは
コンデンサ２４の他方の端子と共に共通の電源線２６に
接続されている。ＦＥＴ２２のドレインＤはＦＥＴ２３
のドレインＤと共にＥＬ素子５の陽極に接続され、ＥＬ
素子２５の陰極はアースに接続されている。ＦＥＴ２３
のソースＳは電源線２７に接続され、ゲートＧは充電制
御線Ｃ１に接続されている。電源線２６には所定電圧Ｖ

A
が供給され、電源線２７には充電用電圧として所定電
圧Ｖ

S
が供給される。

【００１６】かかる発光回路１１
1,1
の動作について述

べると、先ず、ＦＥＴ２１のゲートＧに走査線Ａ１を介
して走査信号が供給されると、それと同時に充電信号が
充電制御線Ｃ１を介してＦＥＴ２３のゲートＧに供給さ
れる。走査信号は図１１(b)に示す波形の如きパルス電
圧である。充電信号は図１１(a)に示す波形の如きパル
ス電圧であり、走査信号のパルス幅より短いパルス幅を
有する。
【００１７】走査信号の供給によってＦＥＴ２１はオン
となり、データ線Ｂ１を介してソースＳに供給されるデ
ータ信号の電圧に対応した電流をソースＳからドレイン
Ｄへ流す。コンデンサ２４は充電され、その電圧がＦＥ
Ｔ２２のゲートＧに供給されて、ＦＥＴ２２はオン状態
（飽和状態又は能動状態）となる。一方、充電信号の供
給によってＦＥＴ２３はオンとなる。よって、ＦＥＴ２
２及びＦＥＴ２３がほぼ同時にオンとなるので、ＦＥＴ
２２はゲートＧに供給されているデータ信号に応じた駆
動電流を所定電圧Ｖ

A
からＥＬ素子に供給すると共に所

定電圧Ｖ
S
がＦＥＴ２３のソースＳ・ドレインＤ間を介

してＥＬ素子２５に印加される。この時のＥＬ素子２５
の蓄電電荷量が少ない場合、所定電圧Ｖ

S
による駆動電

流がＦＥＴ２３のソースＳ・ドレインＤ間を介してＥＬ
素子２５に流れる。この駆動電流はＥＬ素子２５の容量
成分を急速に充電させるために流れる。すなわち、ＥＬ
素子２５には図１１(c)に示すように駆動電流が流れ
る。ＥＬ素子２５の容量成分が充電されるに従って駆動
電流は低下し、充電信号が消滅すると、ＦＥＴ２２のゲ
ートＧに供給されているデータ信号に応じた駆動電流が
ＥＬ素子２５に流れる。この所定電圧Ｖ

A
による駆動電
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7
流は一定したレベルで流れる。
【００１８】このようにＥＬ素子２５に駆動電流を供給
することにより、ＥＬ素子２５には例えば、図１１(d)
に示すように一定レベルで電圧印加が行われ、そのＥＬ
素子２５の発光輝度はＥＬ素子２５への駆動電流の供給
開始時から図１１(e)に示すようにほぼ一定した輝度レ
ベルとなる。図１２は発光回路１１

1,1
の他の構成例を

示している。図１２の発光回路１１
1,1
は、図１０の回

路と同様に、３つのＦＥＴ２１～２３、コンデンサ２４
及びＥＬ素子２５を有している。図１２の発光回路１１

1,1
では、充電信号に代わって走査信号をＦＥＴ２１の

ゲートＧと共にＦＥＴ２３のゲートＧに供給している点
が図１０の回路とは異なる。よって、走査信号が供給さ
れている期間に亘って所定電圧Ｖ

S
による駆動電流がＦ

ＥＴ２３のソースＳ・ドレインＤ間を介してＥＬ素子２
５に流れ、これによってＥＬ素子２５の容量成分が急速
に充電される。なお、図１２の発光回路１１

1,1
を用い

た表示装置においては、充電制御線駆動回路１４及び充
電制御線Ｃ１～Ｃｎの必要がない。
【００１９】図１３は発光回路１１

1,1
の更に他の構成

例を示している。図１３の発光回路１１
1,1
は、図１０

の回路に備えられたＦＥＴ２３を備えておらず、２つの
ＦＥＴ２１，２２、コンデンサ２４及びＥＬ素子２５だ
けを有している。すなわち、図１３の発光回路１１

1,1

は、図３に示した発光回路と同様の構成を有している。
図１３の発光回路１１

1,1
を用いた表示装置において

も、充電制御線駆動回路１４及び充電制御線Ｃ１～Ｃｎ
の必要がない。
【００２０】表示装置のデータ線駆動回路１３又はコン
トローラ１５において図１４に示すようにデータ信号に
対して充電用電圧が電圧重畳回路３０によって加算され
る。この加算はデータ信号線毎に行われる。データ線駆
動回路１３から発光回路１１

1,1
～１１

m,n
には図１５

(a)に示す如き波形のデータ信号が供給される。データ
信号の供給開始から所定の期間に亘っては信号レベルが
充電用電圧だけ高く、その所定の期間経過後は通常の信
号レベルとなる。充電用電圧は発光回路毎に対応する画
素の階調に応じて設定される。
【００２１】また、図１６に示すように、充電用電圧と
データ信号とを充電信号に応じて切換スイッチ４０によ
って切り換えても良い。かかる図１３の発光回路１１

1,1
の動作については、先ず、ＦＥＴ２１のゲートＧに

走査線Ａ１を介して図１５(b)に示す如き走査信号が供
給されると、その走査信号に応じてＦＥＴ２１はオンと
なり、データ線Ｂ１を介してソースＳに供給されるデー
タ信号の電圧に対応した電流をソースＳからドレインＤ
へ流す。コンデンサ２４は充電され、その電圧がＦＥＴ
２２のゲートＧに供給されて、ＦＥＴ２２はオン状態
（飽和状態又は能動状態）となる。ＦＥＴ２２のオンに
より、ＦＥＴ２２のゲートＧに供給されているデータ信
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号に応じた駆動電流がＥＬ素子２５に流れる。データ信
号の供給開始から所定の期間に亘っては信号レベルが充
電用電圧だけ高いので、図１５(c)に示すように所定の
期間においては駆動電流のレベルが増加し、これによっ
てＥＬ素子２５の容量成分が急速に充電される。所定の
期間の経過後は、データ信号のレベルは通常の信号レベ
ルとなる。この結果、ＦＥＴ２２のソースＳ・ドレイン
Ｄ間抵抗が増加するので、駆動電流は低下する。よっ
て、ＥＬ素子２５の発光輝度はＥＬ素子２５への駆動電
流の供給開始時から図１５(d)に示すように急速に上昇
してほぼ一定した輝度レベルとなる。
【００２２】図１７は発光回路１１

1,1
の更に他の構成

例を示している。図１７の発光回路１１
1,1
は、図１０

の回路に備えられたＦＥＴ２３を備えておらず、２つの
ＦＥＴ２１，２２、コンデンサ２４及びＥＬ素子２５を
有し、更にＦＥＴ３１，３２を有している。ＦＥＴ３１
のソースＳは電源線２６に接続され、そのドレインＤは
ＦＥＴ３２のソースＳに接続されている。ＦＥＴ３２の
ドレインＤはＦＥＴ２２のドレインＤと共にＥＬ素子２
５の陽極に接続されてる。ＦＥＴ３１のゲートＧは充電
制御線Ｃ１に接続され、ＦＥＴ３２のゲートＧはＦＥＴ
２２のゲートＧの接続ラインに接続されている。ＦＥＴ
３２はそのオン時には同時にオンとなるＦＥＴ２２を流
れる電流の例えば、３倍の電流が流れるようにされてい
る。
【００２３】かかる図１７の発光回路１１

1,1
の動作に

ついては、先ず、ＦＥＴ２１のゲートＧに走査線Ａ１を
介して走査信号が供給されると、それと同時に充電信号
が充電制御線Ｃ１を介してＦＥＴ３２のゲートＧに供給
される。走査信号は図１８(a)に示す波形の如きパルス
電圧である。充電信号は図１８(b)に示す波形の如きパ
ルス電圧であり、例えば、走査信号のパルス幅より短い
パルス幅を有する。
【００２４】走査信号の供給によってＦＥＴ２１はオン
となり、データ線Ｂ１を介してソースＳに供給されるデ
ータ信号（図１８(c)）の電圧に対応した電流をソース
ＳからドレインＤへ流す。コンデンサ２４は充電され、
その電圧がＦＥＴ２２及びＦＥＴ３２各々のゲートＧに
供給されて、ＦＥＴ２２及びＦＥＴ３２はオン状態とな
る。一方、充電信号の供給によってＦＥＴ３１はオンと
なる。よって、ＦＥＴ２２，３１，３２がほぼ同時にオ
ンとなるので、ＥＬ素子２５には、ＦＥＴ２２のソース
Ｓ・ドレインＤ間を介した駆動電流と、ＦＥＴ３１のソ
ースＳ・ドレインＤ間及びＦＥＴ３２のソースＳ・ドレ
インＤ間を介した駆動電流とが流れる。
【００２５】上記したようにＦＥＴ３２はそのオン時に
は同時にオンとなるＦＥＴ２２を流れる電流の３倍の電
流が流れるので、充電信号が供給されている期間におい
ては、ＥＬ素子２５には図１８(d)に示すように大なる
駆動電流が流れる。ＦＥＴ２２のソースＳ・ドレインＤ
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間を介した駆動電流をＩｄとすると、ＦＥＴ３１のソー
スＳ・ドレインＤ間及びＦＥＴ３２のソースＳ・ドレイ
ンＤ間を介した駆動電流が加算されることにより、４Ｉ
ｄがＥＬ素子２５には流れる。この充電信号が供給され
ている期間の４Ｉｄの駆動電流によってＥＬ素子２５の
容量成分が急速に充電される。
【００２６】充電信号が消滅すると、ＦＥＴ３１がオフ
となり、ＦＥＴ３１のソースＳ・ドレインＤ間及びＦＥ
Ｔ３２のソースＳ・ドレインＤ間を介した駆動電流のＥ
Ｌ素子２５への供給が停止される。この結果、ＦＥＴ２
２による駆動電流ＩｄだけがＥＬ素子２５には供給され
る。よって、ＥＬ素子２５の発光輝度はＥＬ素子２５へ
の駆動電流の供給開始時から図１８(e)に示すように急
速に上昇してほぼ一定した輝度レベルとなる。
【００２７】図１９は発光回路１１

1,1
の更に他の構成

例を示している。図１９の発光回路１１
1,1
は、図１７

の回路構成の変形であり、ＦＥＴ３２のゲートＧにはコ
ントローラ１５から各画素の表示階調に応じた電圧信号
Ｖ

H
が供給される。その他の構成は図１７に示した回路

と同一であり、図１９の発光回路１１
1,1
の動作も図１

７に示した回路と同様である。
【００２８】なお、上記した実施例においては、１画素
分の発光回路を示しているが、カラー表示の場合には、
ＲＧＢの３つの発光回路によって１画素分が形成され
る。
【００２９】
【発明の効果】以上の如く、本発明によれば、ＥＬ素子
への駆動電流の供給開始時におけるＥＬ素子の蓄電電荷
量に拘わらず所望の輝度を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ＥＬ素子の等価回路を示す図である。
【図２】ＥＬ素子の駆動電圧－電流－発光輝度特性を概
略的に示す図である。
【図３】従来の発光回路の構成を示す回路図である。
【図４】駆動電流変調方式の階調駆動が適用された発光
回路によるＥＬ素子の発光輝度特性図である。
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【図５】フレーム変調方式の階調駆動が適用された発光
回路によるＥＬ素子の発光輝度特性図である。
【図６】駆動電流変調方式の階調駆動の場合のＥＬ素子
の順方向電圧及び輝度を示す図である。
【図７】フレーム変調方式の階調駆動の場合のＥＬ素子
の順方向電圧及び輝度を示す図である。
【図８】フレーム変調方式の階調駆動の場合のＥＬ素子
の順方向電圧及び輝度を示す図である。
【図９】本発明を適用した表示装置の構成を示すブロッ
ク図である。
【図１０】図９の装置中の発光回路の構成を示す回路図
である。
【図１１】図１０の発光回路の動作を示す波形図であ
る。
【図１２】図９の装置中の発光回路の他の構成を示す回
路図である。
【図１３】図９の装置中の発光回路の他の構成を示す回
路図である。
【図１４】図１３の発光回路へのデータ信号を供給する
電圧重畳回路を示す図である。
【図１５】図１３の発光回路の動作を示す波形図であ
る。
【図１６】図１３の発光回路へのデータ信号を供給する
電圧重畳回路の別例を示す図である。
【図１７】図９の装置中の発光回路の他の構成を示す回
路図である。
【図１８】図１６の発光回路の動作を示す波形図であ
る。
【図１９】図９の装置中の発光回路の他の構成を示す回
路図である。
【符号の説明】
１，２，２１～２３，３１，３２  ＦＥＴ
３，２４  コンデンサ
５，２５  ＥＬ素子
１１  表示パネル
１１

1,1
～１１

m,n
  発光回路

【図１】 【図２】 【図３】
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5C380/AB06 5C380/AB34 5C380/BC04 5C380/BC07 5C380/BC13 5C380/BC14 5C380/BC15 5C380
/CA08 5C380/CB01 5C380/CB26 5C380/CC02 5C380/CC30 5C380/CC33 5C380/CC52 5C380/CC62 
5C380/CC63 5C380/CC64 5C380/CD012 5C380/CD013 5C380/CD014 5C380/DA02 5C380/DA06 
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代理人(译) 藤村元彦

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种有源驱动型发光电路和显示装置，其能够在开始
向有机电致发光元件提供驱动电流时获得所需的亮度，而与存储在有机
电致发光元件中的电荷量无关。 解决方案：响应于发光命令的产生，将
正向驱动电流提供给有机电致发光元件，以使有机电致发光元件发光，
并且在产生发光命令之后，将充电电流提供给有机电致发光元件。 电致
发光元件的电容成分被充电。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/cf875df5-cb07-4f16-8544-fce31b12c77f
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/019181692/publication/JP2003195806A?q=JP2003195806A

